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子 育 て 支援サ ー ビ ス に つ い て の 親の 認知 度 と利 用 度

　　　　一 北 九 州市 に お け る 実 態調査 か ら
一

　　　 三 村 　保 子 ・原 　 　 孝成 　 ・　 村 上 　珠 恵

　　　　 （西南女学院大学短期大学部）　　　　 （到津保育所）

1．研究の 目的

　 近 年 、育 児 不 安 ・育児困 難、児童虐待、少子 化 な ど、

子育 て に 関す る 問 題 が 深 刻 化 して い る。ま た
一

方 で は、

親の 生 き方
・
働 き 方の 変化、育児の 社会化の 遅 れ な ど

も見 られ る 。こ の よ うな 状況 に 対 し、行政 レベ ル 、民

間 レ ベ ル で 就労 と育児 の 両立 や 相談体 制 の 充実な ど

さ まざまな子育 て 支援対策が 打ち出 され、サービ ス が

実施 さ れる ように な っ て きた 。

　北 九 州 市 に お い て も、「新 子 ど もプ ラ ン 」や 「新北

九 州市保育 5 か 年 プ ラ ン」が 策定 さ れ 、市 レ ベ ル 、区

レ ベ ル
、地 域 レ ベ ル と い う三 層構造 の 支援体制が 整備

され つ つ ある 。 具体的に は、保育所や 子育 て 支援セ ン

ターに よ る支援、育児相談 セ ン タ
ー・子 ども総合セ ン

タ
ー・

区役所 の 「子 ど も ・
家庭相談 コ

ー
ナ
ー

」の 相談

援 助 、さ ら に 地 域住 民 主 体 の 育児 サ
ー

ク ル 活 動 や ブ リ

ース ペ ース 活動な ど も積 極 的 に 展 開 され て い る。地 域

社会 に お い て 子育 て 支援 ネ ッ トワ
ークの 確 立 が 志 向

され て い る の で あ る 。 しか し、子育 て 中 の 親が、各種

サ
ービス を十分に 認知 し、利用 して い る と は 考え られ

な い 。

　 そ こ で 本研 究 で は、地 域 の 特 性 や ニ
ー

ズ に 合 っ た 子

育 て 支援 の あ り方 を検討す る 基礎資料 を作成す る た

め に、現在実施 さ れ て い る北九州市 に お け る各種子育

て 支援 サービ ス の 認知度 と利 用 度 の 実態調査 を行 う

こ とに した。

n ．研究の 方法

　調査対象 ：北 九 州市各区の 小児科医院 8 か 所 に 受

　診 した 于 ど もの 保護者 に 、 そ の 場 で ア ン ケート用 紙

　の 回答 を求 め た 。 小児科医院 を選 ん だ 理由は、子育

　 て 支援サ
ービ ス の 情報入手 に と っ て 中立的な領域

　 で あ る と 考 え た か ら で あ る 。回 答 者 は 、女 性 523

　名 （96．ユ％ ）、男性 21名 （3．9％） で あ っ た。回答

　者 の 年齢 の 範囲 は、20 歳以下 の 者か ら、45 歳以 上

　の 者 まで で あ る が、25歳 か ら 35歳の 者 が 64．7％ を

　占め て い る 。

　調 査時期 ：2003 年 9 月 。

　調査内容 ：

　 ・就労状況 「無職」「正 規就労」「非 正 規就労」 「そ

　　の 他」

　 ・利用施設 「保育所 （園）」「幼稚園」「在宅 」

　
・
両親 や 親族 か らの 育児援助 お よ び 友人や 知人 か

　　らの 育児援助 「よ く利用 して い る 」 「時 々 利用 し

　　て い る」　「全 く利用 して い な い 」

　 ・北 九 州 市 の 子 育 て 支援サ ービ ス 16項 目 の 認知 度

　　 「よ く知 っ て い る 」「名前 を 聞い た こ とは あ る 」

　　 「全 く知 ら ない 」、お よ び 利用度 「よ く利 用 して

　　い る」「時 々 利 用 して い る」「全 く利用 して い な い 」

皿 ．結果 と考察

　女性 回 答者 523名 を分析対象 と した 結果 は 次 の と

　お りで あ る。

  就労形態 と利用施設 に つ い て

　 無職 で は、保育所 25名 、 幼稚園 93 名、在宅 142

　　名 。 正規就労 で は、保育所 85名、幼稚園 8名、

　 在宅 6名。非 正規就労 で は、保育所 97 名、幼稚

　　園 16名、在宅 12名。

  両 親 ・親族の 育児援助 と友 人 ・知 人 の 育児援 助

　 　の 利 用 につ い て

　　両 親
・
親 族 の 育児援 助 を 「よ く利用す る 」 が

　 33．7％、「時 々 利用 す る」 が 45．9％ で 合計 して 、

　　約 80％ とい う結果 に な っ た。一
方、友人 ・知人

　　か らの 育 児 援助 は 、「よ く利 用 す る 」 が 3，2％、

　　 「時々 利用 す る」32．5％ で 合計 35．7％ とな っ た 。

　　と くに 、正
・
規就労 の 者が両親や 親族 の 援助を利

　 用 して い る こ と は 、図 1に 示 す とお りで あ る 。

  就労形態 と利用施設 と の 関連 お よ び 子育 て 支援

　 サ
ー

ビ ス の 認 知 度 に つ い て

　 無職 の 者 （専業主 婦）は、子 ど も を幼稚 園 に 通 園

　　させ る か、ある い は 自宅 で 子育て を して い る場合

　 が 多 い
。

一
方、正 規 就 労や 非正 規就労 （パ

ートタ

　　イ ム な ど）の 女性 は、保育所 （園）を利用 して い

　　る 場 合 が 多 い
。 さ ら に、正 規 就 労 で 保 育 所 （園 ）

　　を利 用 して い る 者が 、子 育 て 支 援 サ ービ ス に 関 す

　　る 認知度 が 高い こ と が 示 さ れ た 。
こ の こ と は、正

　 規就労者 は子育て 支援へ の ニ
ーズ も高 く、また、

　 情報を入 手 しや すい 立場 に 置 か れ て い る と理 解

　 で き る。つ ま り、保育所 （園 ）は、子 育 て 支援サ

　
ービ ス の 情報提供の 機能 を果 た して い る と考え

　 　られ る。

  北九 州市 に お け る子育て 支援 サ ービ ス の 認知度

　　と利用度に つ い て
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　　 図 ユは 、子 育 て 支援 サ
ービス の 認 知 度 お よ び利

　　用度 の 平均値 を示す もの で あ る。（よ く知 っ て い

　　 る ・よ く利用 して い る を 2 点、名前 を聞 い た こ

　　とが あ る ・時 々 利用 す る を 1 点、全 く知 らな い
・
．

　　全 ぐ利 用 して い な い を 0 点 と して 平均値 を算出

　　した 。）

　　延 長保 育 と乳 児保 育、一時保育以 外 の サ
ービス に

　　関 して は認知度 も利用 度 も低い こ とが わ か る 。 と

　　 くに 認知度 よ りも利用度が 極め て 低 い こ とが 明

　 　 ら か に な っ た。

　 ・就労形態で 比 較 す る と、全 般 的 に 最 も認 知 度 ・．利

　　用 度 が 低い の は 、専業主 婦 で あ る 。 しか し、地 域

　　子育て支援 セ ン タ
ー、育児 サ

ー
ク ル に 関 して は、

　　彼女 た ちの 利用度 は 就 労者 よ りも高 い 。こ の こ と

　　 は ニ
ーズ が 高 い こ とと、利用す る 時間が ある こ と

　　 を示 し
’
て い る の で あ ろ う。

W ．今後の 課題
’
北 九 州 市 に お け る

’
子 育 て 支援 サ

： ビス の 利用度の

低 さ と、両親
・
親族 の 育児援助 の 利 用 度 の 高 さ は 、相

補 的 な関係 に ある と い え よ う。こ う した地域 性 を考慮

した上 で 、なぜ 子 育 て 支 援 サ ービ ス の 利 用 度 が 低い の

か を解明して い く必要 が あ る 。

　十 分 な情 報 提供が な され て い な い た め 、サービス へ

の ア クセ ス が 容易 で は な い こ と な ど も要因 と して考

えち れ る が 、どの よ うに す れば、よ く知 られ、よ．く利

用 さ れ る子 育 て 支援 サ r ビ ス が 整備 され る か を 検討

しなければ な ら な い
。 た とえ岬各小 学 校 区 に 設 置 さ れ

て い ，る 市民福祉 セ ン タ
ーな ど に コ ー

デ ィ ネーターを

配 置 して、ニ
ーズ とサ

ービス を結 び つ ける こ と など も

検討課題 の
一

つ で あ ろ う。そ の た め に、．サ
ー・．ビス 利用

ニ
ーズ と利用 ま で の プ ロ セ ス を 明 らか に す る 調査 な

ど を実施 した い 。

〔本報告は演者らと北 九州市男女共 同参画セ ン タ
ー

研究員　力武 由

美、九州大学大学院 生 　野依智子 が 「多様化す る働 き方
・生 き方 を支

援 し、親 と子の ウ ェ ル ビーイン グを実現す るための 子育 て 支援 と は 」

を テ ーマ に 共同 研究 を行 っ て い る t
’一夕 の

一
部 を、まとめた もので あ

る。）
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図 1　 北 九州市 に お け る子 育 て 支援サ
ービ ス の 認知 度 と利用 度の 平均
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